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1945、1989年)を 経験 しているわけだが、この論集を通 して見えてくるのは、時代ごとの断絶
よりもむ しろ連続性あるいは近似性である。例えば20年 代のベル リンでひとつの興隆の頂点を
みた笑劇(Posse)や 映画、出版社の歴史を見た場合にも、ワイマール文化は前時代と一線 を画
す、まるで一夜にして成立 したような特殊な時代 区分であつたというわけではなく、その前の時
代の影響をかなり受けていた ということがわかる。そ うした連続 性はまた、大都市ベル リンに対
する関心の息の長 さと言 うこともできるだろ う。本論第一部でMacenJ臠erは ベンヤ ミン(も
しくはリルケ)の 都市散歩者(flaneur)の 観察を思わせる、フランツ ・ヘッセルによるベル リ
ンの風景をスケッチした1929年 の評論 『ベル リン散歩』(Spazierenin」b'erlin)を 取 り上げてい




インの1932年 の小説 『レーヨンの少女』(DaskunstseideneM?dchen)、 さらには ドキュメン
ト方式でベル リンの都市n景 を断片的に繋ぎ合わせたヴァルター ・ル ッ トマンの1927年 の映画
『大都市交響曲』(SymphoniederGmltstadt)も また、この視 点から解釈することが可能であ
ろう。
上記のように、副題にある 「メディア」とい う用謡 ま本書において、ベル リンの像暢 や映画館、
出版社など、文化を媒介する装置を指す以上に、ベル リンを描いた映画作品や小説、エッセイの
ことを意味している。UteSchneiderは ベル リンの出版社と本の流通に関して唯一歴史記述に徹
した報告を行っているが、その他の研究者は多かれ少 なかれそ うしたソフ トを通 してベル リンを
語ろうとしている0そ の結果、ベル リンにおける各メディアの歴史と役割についてよりも、文学
テクス トの解釈、つまりメディアによつて作 られたベル リン ・イメージを論ずることに紙面の大




るのであろうか(こ れは文学作品を扱 う我々に常に付いて回る問題であろ う)。それに対 しては、
ベル リンにおける大衆演劇について論 じているPeterW.Marxが 最も明確な解答を与えている
ように思われる。彼は 「大都市を創作すること(ErfindungderGroﾟstadt)」 すなわち彼の扱 う、
ベル リンを描いた文学的テクス トについて、次のような但 し書きをしている。 「創作することと
は、この関連においては例えば(じ っさい常に厳密に説明され うる現実 とは反対にある)架 空の
ものを展開す るとい う意味ではなくて、む しろ、それを通 して文化的な思考 ・行動空間全般がよ
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説 『ベルリン・アレクサンダー広場』(βθ曲!艶 圏刀蜘 勉切 が論じられているが、前者は雑
多な証言の我田引水的な寄せ集めに終始して冗長である―方、後者はギュンター ・アンダースに













 (Tübingen: Francke 2007)
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